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市政を問う（文責本人）市政を問う（文責本人）

観
光
地
域
づ
く
り

法
人
の
役
割
発
揮

に
つ
い
て

問　
観
光
施
策
の
司
令
塔

と
な
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
、
そ
の

意
思
決
定
機
関
と
な
る
観

光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ボ
ー
ド

遠
野
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
情
報
発
信
や
地
域
と

の
つ
な
が
り
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

市
長　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報

発
信
が
増
え
て
い
る
。
市

民
の
皆
さ
ん
も
参
加
し

て
、
市
内
の
情
報
が
拡
散

さ
れ
て
い
る
。
郷
土
芸
能

の
情
報
も
そ
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。

　

来
訪
者
の
滞
在
時
間
を

伸
ば
す
た
め
に
、
活
動
型

の
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
模
索

し
て
き
た
が
、
郷
土
芸
能

は
多
く
の
方
が
参
加
で

き
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

も
生
ま
れ
る
な
ど
素
晴
ら

し
い
観
光
振
興
策
だ
と
思

う
。

問　

登
録
Ｄ
Ｍ
Ｏ
認
定

後
、
国
の
補
助
制
度
に
申

請
す
る
意
向
は
。

市
長　

高
清
水
高
原
の
駐

車
場
整
備
や
市
街
地
の
活

性
化
推
進
策
に
加
え
て
、

自
動
運
転
に
よ
る
送
迎
が

あ
る
が
、
例
え
ば
カ
ッ
パ

淵
周
辺
、
曲
り
家
千
葉
家

の
回
遊
策
な
ど
新
し
い
技

術
を
使
っ
た
取
り
組
み
で

の
申
請
を
検
討
し
て
い

る
。

県
立
遠
野
病
院
と

の
連
携
に
つ
い
て

問　
地
域
懇
談
会
の
場
に

お
い
て
、
八
十
代
夫
婦
が

深
夜
の
救
急
搬
送
治
療
後

に
交
通
手
段
が
な
く
、
徒

歩
で
の
帰
宅
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
と
い
う
相
談
が
あ

っ
た
。
防
止
策
を
病
院
で

も
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
が
、
地
域
で
の
高
齢

者
見
守
り
支
援
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
。

市
長　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、
各
地

区
の
丸
ご
と
相
談
員
が
、

住
民
相
互
の
見
守
り
支
援

を
関
係
者
と
連
携

し
て
進
め
て
い

る
。
今
回
の
事
案

も
踏
ま
え
、
高
齢

社
会
に
お
け
る
支

援
体
制
に
つ
い
て

検
討
を
続
け
た

い
。

問　
遠
野
病
院
は

命
を
守
る
最
後
の

砦
で
あ
り
期
待
が

大
き
い
。
こ
の
運

営
に
つ
い
て
市
民

の
理
解
が
医
療
体

制
の
充
実
に
つ
な

が
る
。
当
病
院
と

の
連
携
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

市
長　

懇
談
会
を
は
じ
め

健
康
講
座
等
を
通
じ
た
市

民
の
理
解
促
進
は
重
要
で

あ
る
。
日
常
の
疾
病
管
理

を
担
う
か
か
り
つ
け
医
と
、

急
性
期
の
医
療
を
担
う
基

幹
病
院
の
円
滑
な
連
携
の

た
め
に
、
医
師
会
、
歯
科

医
師
会
と
の
協
議
調
整
を

図
っ
て
い
る
。
今
後
も
遠

野
テ
レ
ビ
や
広
報
等
で
適

時
周
知
を
図
り
た
い
。

菊池 美之 議員 高齢社会における高齢社会における
　　見守り支援について　　見守り支援について
市長  住民相互の連携と医療体制の
 　　　　　　理解促進に努めたい

Ｓ
Ｎ
Ｓ

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
略
で
、

登
録
さ
れ
た
利
用
者
同
士
が

交
流
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
イ
ト
の
会
員
制
サ
ー
ビ

ス
の
こ
と
で
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
が
あ
り
ま

す
。登

録
Ｄ
Ｍ
Ｏ
認
定
の

メ
リ
ッ
ト

　
登
録
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
今
年
９
月

26
時
点
で
、
全
国
で
２
８
２

法
人
、
岩
手
県
内
で
６
法
人

が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
定
さ
れ
る
と
観
光
庁
か

ら
﹁
情
報
支
援
﹂﹁
人
材
支

援
﹂﹁
財
政
支
援
﹂
の
３
つ

の
支
援
が
受
け
や
す
く
な
り

ま
す
。

解 説

問　
対
応
す
る
た
め
の
予

算
化
の
時
期
は
。

市
長　

令
和
５
年
度
内
に

補
正
予
算
を
組
む
こ
と
を

目
標
と
し
た
い
。

問　
賃
上
げ
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
地
域

経
済
を
牽
引
し
て
き
た
個

人
事
業
主
や
中
小
企
業
の

賃
上
げ
の
原
資
と
な
る

〝
稼
ぐ
力
〞
を
強
化
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
重
点
支
援
地
方
交
付
金

を
活
用
し
た
、
市
独
自
の

支
援
策
を
検
討
し
て
い
る

か
。

市
長　

デ
フ
レ
脱
却
に
は

事
業
投
資
が
必
要
。
設
備

投
資
等
、
計
画
の
検
討
の

際
に
は
、
担
当
課
に
相
談

願
い
た
い
。

子
ど
も
た
ち
の
確

か
な
学
力
を
育
成

す
る
学
校
図
書
館

問　
学
校
図
書
館
・
図
書

室
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

読
書
に
親
し

み
、
主
体
的
探
究
的
な
学

習
を
行
う
こ
と
で
、
豊
か

な
人
間
性
と
確
か
な
学
力

が
育
ま
れ
る
。「
学
校
で

一
番
好
き
な
場
所
が
図
書

室
で
す
」
と
い
え
る
よ
う

な
児
童
生
徒
を
育
て
て
い

き
た
い
。

　

学
校
教
育
予
算
が
ま
す

ま
す
充
実
さ
れ
る
よ
う
、

市
長
部
局
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
む
。

問　
学
校
図
書
館
図
書
標

準
は
達
成
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

市
内
小
中
学
校

14
校
の
う
ち
、
９
小
学
校

と
1
中
学
校
が
基
準
を
満

た
し
て
い
る
。

　

お
お
む
ね
達
成
は
し
て

い
る
も
の
の
、
全
て
の
学

校
が
充
足
さ
れ
る
よ
う
努

力
が
必
要
だ
な
と
思
っ
て

い
る
。

問　
図
書
の
計
画
的
な
更

新
は
で
き
て
い
る
か
。

教
育
長　

各
学
校
の
判
断

に
よ
り
適
切
に
管
理
さ
れ

て
い
る
が
、
購
入
を
す
す

め
、
破
損
や
古
く
な
っ
た

図
書
の
廃
棄
に
努
め
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
興
味
を

持
つ
図
書
を
配
置
し
て
い

き
た
い
。

問　
（
学
校
図
書
館
に
関

す
る
業
務
を
専
門
に
行

う
）
学
校
司
書
は
配
置
さ

れ
て
い
る
か
。

国会で成立した、デフレ完全脱却国会で成立した、デフレ完全脱却
のための総合経済対策のための総合経済対策
市長  物価高騰に苦しむ国民にとって非常に良い施策。評価する。

教
育
長　

学
校
図
書
館
機

能
の
充
実
や
、司
書
教
諭
・

図
書
担
当
教
諭
の
負
担
軽

減
に
も
つ
な
が
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
配
置
基
準
に
は

制
約
が
あ
り
、
学
校
司
書

の
配
置
は
難
し
い
。

　

当
該
教
諭
が
職
務
を
十

分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
専
門
的
知
識
や

技
能
を
学
べ
る
研
修
機
会

を
用
意
し
、
各
学
校
の
司

書
教
諭
等
の
活
動
や
指
導

で
対
処
し
て
い
く
。

　

学
校
現
場
の
協
力
の
も

と
、
学
校
図
書
館
の
魅
力

を
高
め
た
い
。

菊池 美也 議員

学
校
図
書
館
図
書
標
準
と
は

　

学
校
図
書
館
が
整
備
す
べ
き
蔵

書
量
の
基
準
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

学
校
規
模
︵
学
級
数
︶
に
応
じ

て
蔵
書
冊
数
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

基
準
を
満
た
す
為
、
古
い
図
書

の
廃
棄
や
更
新
を
行
わ
ず
、
蔵
書

冊
数
を
維
持
し
て
い
る
状
況
の
自
治

体
も
存
在
す
る
よ
う
で
す
。

学
校
司
書
と
は

　

小
中
校
の
各
学
校
の
図
書
室
に

配
置
さ
れ
、
図
書
室
の
管
理
・
運
営

を
担
う
事
務
職
員
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
学
校
図
書
館
す
べ
て
の
運
営
を

担
当
し
て
お
り
、
業
務
を
行
う
た
め

に
は
専
門
的
知
識
・
技
能
・
経
験
が

必
要
で
す
。

重
点
支
援
地
方
交
付
金

と
は

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

た
生
活
者
や
事
業
者
の
支
援

を
通
じ
た
地
方
創
生
を
図
る

た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
き
め
細

や
か
に
必
要
な
事
業
を
実
施

で
き
る
よ
う
、
創
設
さ
れ
た

交
付
金
で
す
。

解 説

解 説

DMOが発信している
インスタグラム投稿
画面

12学校図書館の状況と課題

司書による現場ヒアリング（未来読書研究所調べ）
なぜ、学校図書館を使わないのですか？

「古い本ばかりで、読みたい本が無い」

「読み物*中心の選書で、授業に活用できない」
読み物*：小説等の文芸書

子どもたちのニーズに学校図書館の蔵書は応えられていない状況。

見守り支援等地域の課題解決策検討の様子


